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はじめに
測定プロセスの信頼性を高めるには、再現性
が高く、かつ国際規格に対してトレーサブル
な測定を実施する必要があります。 

本稿では、テーラーホブソンのPGIディメンシ
ョンを用いてトレーサブルな校正済み基準球
を測定し、同システムの精度、繰り返し精度、
および傾斜部(最大85度)における測定能力
を実証します。  

また、一般的な形状測定機を用いた高傾斜部
の測定における課題を明らかにし、テーラー
ホブソンのPGIディメンションがそれらの課
題にどのように対処し、今までに無い高品質
なデータを提供する事ができるようになった
か解説します。

課題
直径が数mm 単位のレンズの超高精度形状・
半径測定は一般的に非常に困難で、高精度で
再現性の高いデータを得るには、いくつかの
乗り越えなければならない課題があります。 

主な課題は、以下の通りです:

急傾斜部 – ここでの重要な課題は2つあり
ます。1つ目は、スタイラスのフランキングを回
避することです。フランキングが生じると、デ
ータの信頼性は完全に無くなります。

2つ目は、急傾斜部におけるデータの信頼性
です。仮に特殊なスタイラスを用いてフランキ
ングを回避したとしても、傾斜が急になるに
つれ一般的にデータの信頼性が低下する傾
向があります。

アライメント – 測定においてサンプルの中
心をトレースする必要があるため、アライメン
ト機構が必要です。サンプル中心をトレースし
ない測定ではデータの信頼性が保証されま
せん。サンプル中心はスピンドルの回転軸と
完全に一致している必要があります。これは、
様々な角度位置で形状測定を行う場合に特
に重要です。軸からずれた測定を行うと致命
的な測定誤差が生じる場合があります。した
がって、機器のアライメントプロセスの再現性
が高くいこと、そして測定機が高精度で安定
性も高いことが重要です。サンプルが微小で
ある場合や、急傾斜部を持つ場合はこれらの
点がより一層重要になります。  

測定の再現性 – 上記のように、再現性の高
い測定を行うには、まずサンプルのアライメン
トを確実に実施する必要があります。扱うサ
ンプルが微小である場合、それに伴う公差も
小さいことから、高性能で安定性の高い測定
システムが必要です。機器のセットアップや環
境、アライメントは、非常に重要な要素です。
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アプリケーションノートA141: 微小半球レンズの急傾斜部測定

図1: METAS校正球 115-01450、平均直径 – 
2.381193 mm
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PGIディメンション –  
ソリューション
高品質な急傾斜部データ –PGIデ
ィメンションは、トラバースデータム
を傾けることで、スタイラスのフラン
キングを防ぎ、高傾斜部測定特有
の誤差を回避します。

高精度アライメント –測定開始前、
テーラーホブソンが特許を所有す
る「自動センタリング」機能で、サン
プルとスピンドルの回転軸のアライ
メントが行われます。

高い再現性 –PGIディメンション
は、アクティブ防振システムを組み
込んだ測定プラットフォームと、テ
ーラーホブソン独自の安定性に優
れた高精度測定データムを採用
し、非常に再現性の高い結果を提
供します。
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図 2: 角度のついたゲージヘッドがフラ
ンキング問題を解決

測定結果
典型的な形状再現性と半径の精度を知るため、微小半球レンズを同じ角度位置で
10回の測定を実施しました。サンプル測定範囲の最大傾斜は83度です。

図3: 有効径とサグ	

急傾斜部(83°)における測定の再現性
測定の再現性を検証するため、10回分の測定結果を比較しました(図4)。Lsフィル
タは、0.025 mmを採用しました。表1に10回分の測定のPt 値を示します。

測定 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 最大-最小

形状誤差  
(Pt)nm

30 32 26 27 32 29 27 33 28 25 7

最適化半径mm 1.19072 1.19071 1.19070 1.19071 1.19070 1.19070 1.19070 1.19070 1.19070 1.19072 20 nm

表1: 形状誤差(Pt)と最適化半径(mm) (0–180度)

図4: 再現性の比較

まとめ
PGIディメンションは、安定性に優れた測定プラットフォームを有し、微小半球レンズの急傾斜部測定に最適です。繰返し測定結
果から、極めて安定した再現性と半径測定が出来ることがわかります。同システムでは、サンプルの軸が正確にスピンドルの回転
軸の中心と一致するようにアライメントを取り、高傾斜部の測定で一般的に生じるデータの歪みを排除します。卓越した再現性
を備えた同機は、製造プロセス制御のための理想的なツールです。     
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